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p34　上から６行目

気血の運行不暢によるものが多い。

→　気血の運行不暢および経絡阻滞によるものが多い。

p36　図 15 追加
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気血津液の乱れと内臓機能異常
皮膚症状＋自覚症状の総合判断

図 15　証の散布性特徴―典型的証と他の証の散布傾向

p39　図 19 追加

図 19　皮膚病三本柱の治療のポイント

発物などの禁忌の注意，環境整備，リラックスの心掛け，食事養生など
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